Throwing Cushions at the Sumo Ring by 根間 弘海
79
根　間　弘　海
座布団投げ
1.はじめに1)
球技スポーツの競技場や芸能催事の舞台を目がけて物を投げることはし
ばしば見られる｡物投げは日本だけでなく,他の国々でも見られる｡たと
えば,最近のテレビ放映を見ていると,国際試合のサッカー競技でも時々
物投げがある｡物投げにはいろいろな理由がある｡不満の場合もあるし,
歓喜の場合もある｡ときには,催事を盛り上げるために,催事の途中で桜
と呼ばれる人たちから座布団やテープが投げられることもある｡その意味
では,相撲の座布団投げもことさら珍しい現象ではない｡
相撲観戦をした外国人からなぜ相撲では座布団が投げられるかとか,日
本人からいつ頃から相撲で座布団投げが見られるようになったかとか,私
は座布団投げに関する質問を受けたことがある｡なぜ投げるかに関しては
いろいろな説明ができるが,歴史的には,投げ纏頭の慣習の名残だと答え
ていた｡いつ頃から行われるようになったかという質問には,ずっと昔か
らあったようだとあいまいに答えていた｡その答えが二つとも事実に即し
たものかどうかは,正直言って,わからなかった｡相撲の文献などを読ん
で,何となくそう思っていたに過ぎない｡そのようなあいまいさを払拭し
たくて,座布団投げについて少し真面目に取組んでみたのである｡
本稿の目的は,座布団投げの歴史を文献で調べることである｡具体的に
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は,次の2点である｡
(1)座布団投げはいつ頃から始まったか｡
(2)投げ纏頭と座布団投げはどういう関係にあるか｡
そして,次のような結論となる｡
(1)元々座布団だけを投げるという行為はなく,物を投げるという行為
があった｡祝儀用の纏頭が基本にあり,物投げは副次的であった｡
(2)投げ纏頭は少なくとも1650年代には確認できるが,相撲の場合は,
宝暦年間に確認できる｡
(3)投げ纏頭の慣習から物投げも始まり,勧進相撲の発展とともに物投
げも一つの慣習になった｡
(4)投げ纏頭と物投げは明治42年の国技館開館のとき禁止された｡投げ
纏頭はなくなったが,物投げはなかなか防ぐことができず,現在で
も続いている｡
本稿では,物投げがいつ頃から行われたかを時代順に確認するので,文
献からの引用が多くなっている｡物投げの様子がまったくわからないので
あれば,僅かな資料からそれを推測しなければならないが,資料が豊富に
あれば,資料そのもので確認したほうがよい｡
投げ纏頭や物投げについて細かく記述した資料があっても,当時,書か
れたものでなければ採用しないことにした2)｡想像をたくましくして描写
した状況は実際にあったかもしれないし,なかったかもしれない｡そのよ
うな描写は参考にはなるが,実際起こったことを裏付ける資料にはならな
い｡ 『大相撲意外史』 (小島著)にも次の記述がある:i'｡
｢本当の相撲フアンは,土間もできるだけ土俵に近いところに陣取
って,ごひいき力士が勝つと,羽織でも帯でも着物でも,あるいは煙
草入れでも,土俵めがけて投げつけた｡纏頭-つまり当座のご祝儀を
与えたのである｡
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人気力士が勝ったとき,あるいは意外な大番狂わせのときなど,オ
ーバーないい方をすれば,土俵はそうした纏頭で山になった｡｣
(p.118)
これは江戸時代の纏頭や物投げについて生き生きとした描写をしている
が,資料としては採用できない｡というのは,出典が明記されていないか
らである｡江戸のある時期に纏頭や物投げがあったことはわかるが,どの
時期なのか,どの資料に基づいているか,不明である｡纏頭や物投げがい
つ頃から行われ,どの相撲でそのようなことがあったかを調べているとき
は,その当時に書かれたものが裏づけ資料となる｡
江戸時代の榛東や物投げについて記述した文献はたくさんあるが,多く
の場合,その描写の裏づけとなる直接資料の出典が明記されていない｡本
稿では,基本的に,出典のない資料は採用しないことにした｡つまり,本
稿の基本姿勢は,当時の模様を描いた資料そのもので確認することである｡
本稿では,なぜ物投げをするかに関し,特別な言及はしない｡物投げは,
基本的に,番狂わせのとき1',土俵目がけて物を投げることである｡しか
し,戦前までは,差し違えや物言いのときも,不満の表明として物を投げ
ている｡
観客が物を投げるのは一種の群集心理であり,誰かが物を投げると,そ
れに続いて他の人も投げる｡観客が同時に一斉に物投げをするのではなく,
僅かな時間差をおいて投げる｡もちろん,根底には番狂わせを期待したり,
差し違えや物言いで欝憤があったりし,それが原因で物投げは始まる｡番
狂わせの場合であれば,相撲好きならどの取組が好取組かをすでに知って
いる｡すなわち,物投げをする心の準備はできている｡物投げはかなりの
確率で予測できると言ってもよい｡
物投げは投げ纏東と独立してあったわけでなく,投げ纏頭に交じって物
投げがあった｡投げ纏頭は祝儀の一つの形態だが,物投げは祝儀と関係な
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い行為である｡相撲の文献でも投げ纏頭のことはよく述べてあるが,祝儀
と関係ない物投げについてはあまり述べていない｡明治42年に投げ纏頭が
禁止されるまでは,投げ纏頭は日常的な行為だった｡しかし,投げ纏頭は
禁止されたが,祝儀と無関係の物投げはなかなか防止できず,現在も続い
ている｡物投げは相撲文化の一つだといってよい｡
現在｢座布団投げ｣と言えば,文字通り｢座布団｣を投げることだが,
戦前までは必ずしも｢座布団｣だけではない5)｡座布団はもちろんのこと,
身近にある小物なども土俵目がけて投げている｡投げ纏頭が慣習としてあ
ったころは羽織,着物,帯,マフラー,帽子,煙草入れなど,後で祝儀と
交換するときに持ち主がわかる物が投げられている｡祝儀と無関係の｢物
投げ｣では煙草盆や瓶などを投げている｡ときには,みかんや鮪などの食
品さえ投げている｡本稿では,土俵を目がけて投げることは,投げ纏頭以
外,すべて｢物投げ｣と呼んでいる｡したがって, ｢座布団投げ｣は｢物
投げ｣の一つである｡
2.江戸時代の纏頭
『相撲今昔物語』 (千明山人著,天明5年(1785)成立)の｢岩井団之助
行司名誉荒言之事｣に次のような記述があるf')｡
｢我行司の職分,えこ魚層は天の照覧恐れあり｡各々の役は相撲な
り｡是非を論ずること,その職の相違なりと,恥しめて見物に向かい,
始終相撲手合いを述べたり｡見物あるいは知音しるもしらぬも誉たり｡
そのとき団之助へ見物より一対の扇子山のごとくなげたり｡｣ (p.103)
享保20年(1735) 4月,土蜘妹と八角の対戦があり,行司団之助は取組
の途中で｢この相撲無勝負｣と宣言した｡それを巡って晶眉の観客(武士)
と行司の間で言い争いがあったが,そのとき,場内の観客から扇子が土俵
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に投げられた｡言い争いは土俵上で行われている｡扇子を投げた理由が何
であれ,土俵に物を投げている｡
この｢扇子投げ｣は｢物投げ｣の一つだが,物投げを確認する資料とし
ては採用できない｡というのは,享保時代(1716-1736)のことを大明年
間(1781-1789)に書いているからである｡伝承に基づいているが,約50
年前の相撲の情景を回顧的に描いているからである｡しかし,参考資料と
しては十分価値がある｡享保時代でも土俵に物を投げるのはしばしば見ら
れたことを示唆しているからである｡
投げ纏頭は相撲以外の芸能では1650年代にはすでに認められるので,勧
進相撲が始まった頃には,おそらく,投げ纏頭も見られたに違いない｡同
時に,身近にあるものを投げるようなこともあったに違いない｡そのよう
な資料が今後見つかれば,追加資料として補足していけばよい｡
(1) 『古今実録相撲大全(千)』 (木村政勝著,宝暦13年(1763))
｢前行司の格式｣の項に,呼出しが誰々から纏頭が拍ていることを披露
したと述べている｡
｢相撲人へ魚層の方より纏頭など出る時もこの前行事読み上げ披蘇
するなり｣
この記述から,宝暦(1751-1764)の頃,相撲にはすでに投げ纏頭があ
ったことがわかる｡相撲以外であれば, 『評判記･寝物語』 (1656)に投げ
纏頭があったことが見られるので7),纏頭は芝居などではごく普通の慣習
だったかもしれない｡勧進相撲も大衆に見せる｢芸｣の一種なので,晶展
の力士が勝つと,纏頭を土俵めがけて投げたようだ｡つまり,投げ纏頭は
芝居などでは1650年代にすでに確認できるが,相撲で確認できるのは宝暦
年間である｡勧進相撲が行われた頃にはすでに投げ纏東はあったはずだが,
宝暦以前の資料でそれをまだ確認できていない｡
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宝暦年間の相撲でも番狂わせや興奮する取組はあったはずだから,投げ
纏頭と同時に,祝儀とは関係ない物を土俵をめがけて投げたに違いない｡
しかし,それを記した資料はまだ確認できていない｡いずれにしても,宝
暦年間の相撲で投げ纏頭があったことは, 『古今実録相撲大全(下)』の中
で確認できる｡
(3) 『日本相撲史』 (川端著)
この本の中に,天明2年(1782)春場所7日目(3月28日),小野川が
谷風を破るという番狂わせがあった｡そのとき,投げ纏頭があり,次のよ
うな記述があるH'｡
｢相撲といえば飯より好きな人｡今日は谷風と小野川の取組とて,
早速行き見物｡小野川の大のひいき｡何の苦もなく谷風を押し倒すと,
どっと大声の中より,着物も羽織も帯も投げ出し,丸裸になって,棉
りがけに友達に逢い, "これはどうだ,きつい負け様だ''といえば, ``い
やいや勝ったから,裸になったよ"｣ (p.61)
投げ纏頭と同時に,物投げがあったかどうかはわからない｡ 『日本相撲
史』 (川端著)には｢この一戦に興奮した桟敷の観客は,ふとんの雨を降
らせた｣ (p.61)と書いてあるが,それを確認できる出典がわからない｡
番狂わせの相撲だったので,観客は興奮して座布団類を投げたかもしれな
い｡また, 『日本相撲史』 (川端著)には次の記述もある｡
｢相撲フアンが勝相撲に花祝儀として,羽織やその他のものを投げ
るのは,当時の風習であった｡｣ (p.62)
天明の頃はすでに勝ち相撲に物を投げる慣習は根づいていたので,番狂
わせのときには物を投げる慣習があったに違いない｡しかし,天明2年,
小野川と谷風の対戦で,纏頭を投げたのは資料で確認できるが,物を投げ
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たことを確認できる資料はまだ見つかっていない｡
投げ纏頭では投げたものと引き替えに祝儀を出すが,物投げは祝儀を出
さない｡物投げは投げっぱなしである｡投げた物には持ち主の名前を書い
てなかったはずで,誰が投げたかはわからない｡たとえ名前を書いてあっ
ても,投げ纏頭でないので,祝儀と交換する必要もない｡当時の投げ物は,
現在の座布団投げと同じである｡天明の頃は投げ纏頭が主なので,祝儀に
無関係な物投げについてはあまり関心がなかったらしく,それを確認でき
る資料も非常に少ない｡しかし,僅かな資料から物投げがあったことは確
認できる9)｡
(4) 『摂津名所図会』の挿絵｢難波新地の大相撲｣ (丹羽桃渓画),寛政8
年(1799)
この挿絵は『相撲の歴史』 (堺市博物館編, p.65)に｢難波新地の大相
撲｣として掲載されているが,次の説明がある｡
｢大相撲は毎年三ケ津にあれども,殊に賑わしきは難波新地のおお
ずもうなり｡魚貝の関取思いの外の者に勝ちし時は,花としていろい
ろの物を土俵へ投げ遣るなり｡ある人,憤鼻禅の縫いに虎を金糸にて
縫わせ,その虎の上に狂歌を賛しておくりける｡行末は誰肌ふれん紅
の花われハいつくの鬼の憤鼻禅｣ (p.110)
寛政年間にも投げ纏頭があり,いろいろな物を土俵へ投げている｡これ
は大阪相撲の模様だが,投げ纏頭の慣習は江戸相撲と同じである｡この記
述では祝儀と無関係な物投げについて何の言及もないが,江戸相撲と同様
に物投げはあったに違いない｡
(5) 『江戸繁盛記』(寺門静軒著,初篇),天保3年(1832)～天保7年(1836)
｢行司人,軍扇を取り,左周右施,エイシュを判ず｡而して観る者
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の情,西を悦び,束を愛す｡ (中略)各々物を投げ打ちて纏頭と為す｡
自家の衣着,浄々投げ尽くして甚だし｡或いは傍人のハオリをウボウ
に至る｡｣
この資料から天保年間にも投げ纏頭があったことを確認できる｡しかし,
物投げは確認できない｡
江戸時代の相撲では全体として,投げ纏頭の慣習は確認できる資料が多
いが,番狂わせに物投げがあったことを確認できる資料は少ない｡しかし,
観客が興奮して物を土俵めがけて投げている様子はときどき見られるので,
祝儀と無関係な物投げはあったと判断してよい｡
3.川柳や絵図の糎頭
ここで取りしげた川柳や俳句は詠われた年代が必ずしも明白でないが,
投げ纏頭が江戸時代,ごく普通の現象だったことは確認できる｡一つ一つ
の川柳や俳句の年代をもっと正確に確認すれば,元禄時代やそれ以前のも
のもあるかもしれない｡川柳や俳句は非常に字数が少ないが,詠われてい
る内容には時代を反映しているものが多い｡したがって,投げ纏頭の歴史
を知るのに貴重な資料となる｡相撲の投げ纏頭を最初に確認できる資料と
して宝暦年間の『古今相撲大全』 (木村著)を示したが,これらの川柳や
俳句を丹念に調べると,ずっと以前にも存在したことが確認できるかもし
れない｡宝暦以前の相撲に投げ纏頭の存在を確認できたとしても,何も不
思議なことではない｡
(日　川柳
江戸時代には,相撲を詠んだ川柳や狂歌などがたくさんある｡ここでは,
投げ纏頭を詠んだ川柳を中心に示すが,これは『歴史公論一相撲の変遷』
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(昭和11年5月号)の｢川柳相撲志｣ (錦谷摩耶火) (pp.90-99)から抜粋
したものである10)｡
きつい好き羽織ばかり八つ投げ
散る花を帯で束ねた勝相撲
桟敷まで仁王は花の礼に来る
散る花の山吹となる勝相撲
羽織着ぬ人に関取礼を云い
･　寒そうな人に関取礼を云い
勝角力薄着の人に礼を云い
晶層の角力勝ったので風邪を引き
･相撲好き女房に羽織ことわられ
割れ相撲羽織の紐を結ばせる
投げ纏頭は魚層の相撲取りが勝った時に投げるものなので,強い力士を
何人か最眉にしていたら,着るものが段々少なくなる｡八日間興行のとき,
毎日羽織を脱ぐほど,相撲に熱を入れる相撲狂もいたようだ｡これらの川
柳からもわかるように,投げ纏頭は江戸時代,ごく普通の慣習だった｡
(2) ｢俗耳鼓吹｣ (萄山人全集(第3巻)
投げ纏頭については触れていないが,番狂わせの相撲を見て,観客が興
奮している様子を描いた狂歌もある｡おそらく,投げ纏頭だけでなく,祝
儀を出さない物投げもあったに違いない｡
｢すまひ人谷風梶之助(輿四郎)身のたけ
ちからつよくして,ひとたびもまくる事なく,浅草蔵前八幡の社
内にて,天明2年寅3月28日なり,
手練せし手をとうろうがおの川や
かっと車のわっという声　(菅江)
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谷風はまけたまけたと小野川が
かつをよりねの高いとり沙汰　(赤良)｣
(pp. 483-484)
谷風は8場所土つかずの68連勝だったが,小野川との取組で敗れてしま
った｡この番狂わせに観客は狂喜し,それが狂歌に詠われている｡
(3)絵図
投げ纏頭の様子を描いた錦絵は非常に少ないが,そのような錦絵が｢大
利撲｣ (学研, p.262)////SWPM (p.84)にある｡この錦絵は小野川への投
げ纏頭の様子を描いたものである｡
この錦絵のr国二は｢猿御方さまより小野川へくださる｣という説明が書
いてある｡天明8年(1788) 4月の錦絵になっているので,その当時には
投げ纏頭が普通だったことがわかる｡付き人らしき者が土俵上の投げ纏頭
を集め,それを肩に担いでいる｡
3.明治時代の纏東
明治時代の纏頭について,明治の頃から行司を勤めていた式守伊之助(19
代)は雑誌対談の中で,次のように述べている｡これは｢伊之助回顧録(2)-
喜びと悲しみの六十年｣ (『相撲』昭和33年(1958) 2月号)にある｡
｢大富:それでそのころはやっぱり,ひいき力士が勝つと芸者が羽
織を投げるとか｡
伊之助:それは投げたものだ｡そうすると若い者があとから羽織を持
って回る｡本人じゃなくて,付人が返して歩いた｡
大富:腰巻だけになったというようなものもあるんですか｡
伊之助:それは見なかったな,おれは｡帯なんか投げるんだ｡金は見
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ないな｡笹の先-十円札をビラビラとくっつけて,花に持ってきたと
かいうのは,これは見た｡
大富:懸賞というのは全然かからなかったんですか｡
伊之助:そうです｡ありませんでしたね｡取組に懸賞がかかるように
なったのは,そうだなあ,これは覚えていないな｡昭和になってから
ですな｡ああいうふうに広告的に出すというのは｡
大富:そうするとそのころは,懸賞なんかかからなくても,勝てば祝
儀を-｡
伊之助:ええ｡そのかわり福岡なんかへ行くと,一週間の相撲に全勝
したら,何とか絞りをくれたりね,懸賞が出て大-んなもんでした｡
これは絞り屋さんとか,商店で出したわけだ｡
大富:当時は東西制だったんですか,巡業で同じ部屋同士の者がやる
んでも-｡
伊之助:西と東に分れてやった｡
大富:それで東同士で取組んでも,懸賞が出たくらいだから一生懸命
でやったわけですね｡
伊之助:ああ,一生懸命にやった｡いまよりは熱の入れ万が大きかっ
たね｡巡業へ行ったらよく懸賞がかかりましたよ｡ -｣ (p.179)
4.国技館開館前
投げ纏頭は明治42年6月の国技館開館前までは慣習だったので,晶展の
力士が勝つと,身につけている物や身近にある物を土俵めがけて投げてい
る川｡明治時代になると,投げ纏頭と同時に,祝儀と無関係の物投げもよ
く見られる｡新聞や雑誌などでは｢座布団投げ｣ではなく, ｢蒲団投げ｣
あるいは｢布団投げ｣となっている｡しかし,実際は,物投げでは布団ば
かりでなく,身近にある煙草入れやみかんなども投げている｡投げる物に
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対する規制はなく,観客の道義心に訴えている｡つまり,他人を傷つけな
いようなものであれば,何でもよいのである｡そのため,観客の中には不
心得者もいて他の人を傷つける危険な物を投げている｡
(1) 『読売新聞』 (明治9年(1876) 1月10日)
｢一昨日の角力で荒虎が雷電に買った時は,実に大そうな声で着物
や懐中もので土俵が埋まるほどであった｡｣
投げ纏頭の伝統は明治初期にも生きている｡この記述には投げ纏頭のこ
としかなく,物投げもあったかどうかはわからない｡ ｢大そうな声｣とい
う表現があるので,おそらく,祝儀を出さない物投げはあったかもしれな
い｡
(2) 『日本相撲史(中)』 (酒井著)
明治23年1月場所の5日目について,次のような記述がある｡
｢(NH :大鳴門と大連の取組で大鳴門が勝った｡)拍手歓呼が場内
に沸き立ち,羽織,帽子などの投げ花が土俵を埋めた｡｣ (p.105)
これも投げ纏頭のことだけである｡祝儀を出さない物投げがあったかど
うかはわからない｡ ｢拍手歓呼が場内に沸き立ち｣という表現があること
から,騒然とした興奮の中で身近なものを投げた可能性はある｡しかし,
それは可能性であって,実際に物投げがあったどうかは確認できない｡
(3) 『日本相撲史(中)』 (酒井著)
明治27年1月場所の6日目に関し,次のような記述がある｡
｢大戸崎は元気に立って,すぎ左差しに寄る｡小錦は踏み切ったの
を構わず打っ乗る｡とうぜん大戸崎が勝ったのに,小錦に団扇が上が
ったため,物言いがつき,満場総立ちとなり布団や煙草盆が雨と降る
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大騒ぎになったが,結局行司の差し違いとなり,大戸崎が勝ち名乗り
を受けた｡｣ (p.129)
明らかに,この記述では纏頭ではないものが投げられている｡まだ勝負
の決着がついていないので,纏頭が投げられるはずがない｡布団だけなら
それほど危険はないが,煙草盆は人を傷つける可能性が大いにある｡おそ
らく痛い目にあった観客が何人もいたであろう｡いずれにしても,祝儀を
出さない物投げが認められる資料である｡
(4) 『明治時代の大相撲』 (加藤著)
明治30年1月場所5日目に関し,次のような記述がある12'｡
｢鳳風に小錦は,左四つもみ合い,小錦が素早く手斧掛けに行けば,
鳳風の体は浮き足たって危なかったが,よく堪えて切り返し同体に倒
れて,行司庄之助は軍配を鳳風に上げたので,東控えから物言いがつ
いて数千の見物は土俵の周囲に押しかけて鳳風と呼び,小錦と叫んで
大騒ぎとなった｡ (中略)桟敷土間からは土俵めがけ布団,火鉢等を
投げつけたりして大騒ぎとなった｡｣ (p.304)
これは明らかに物投げである｡座布団に加えて,火鉢等が投げられてい
る｡これでは傷つく観客が出てもおかしくないが,負傷者については何も
言及されていない｡物言いがつくような取組があると,観客は意思表示と
して物を土俵めがけて投げている｡
(5) ｢相撲｣ (『相撲と芝居』 (大橋(編))
明治32年1月場所6日目に常陸山と梅ヶ谷の対戦があり,常陸山が勝っ
たが,そのときの模様について次のように述べている｡
｢満場総立ちとなって,拍手の音,喝采の声,一時凄まじきありき
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まで,雨のごとき投げ纏頭は土俵に山をなし,禅かつぎ2, 3人土俵
に現れて,これを取りまとめたが容易に運びきれなかった｡実に近来
の大相撲で,見物人は取組の終った後で,ちょうど酔ったようなあり
さまであった｡｣ (p.78)
この取組の模様は『明治時代の大相撲』 (加藤著)にも簡単に記されて
いる｡
｢(常陸山に対する)喝采は百雷と轟き,纏頭は積んで土俵に山を成
した｡｣ (p.317)
この二つの本では投げ纏頭のことしか記されていないが,実際は,座布
団類も投げられている｡それは『土俵今昔』 (池田著)で確認できる｡
｢庄之助の軍配はパッと西(常陸山)をさせば,場内はただけんけ
んごうごう,ふとん･羽織･財布が土俵の上-雨あられのようにふり
そそいだ-｣ (p.98)
(6)三宅編『何でも七傑』
明治33年夏場所九日目に常陸山と荒岩の対戟があり,荒岩が勝った｡そ
の時の模様を述べている新聞記事がある｡
｢観衆は総立ちになり,帽子が飛ぶ,衣服が飛ぶ,ビールぴんが降
る,火鉢が降る,土俵は纏頭の山,じゅぽん一つで踊り出す者,さじ
きの丸太にぶら下がって叫ぶ者,しばらくは観客が狂気になったよう
な騒ぎ｣ (p.194))
投げ纏頭と一緒に,祝儀を出さない物も投げられている｡ビール瓶や火
鉢なども投げているので,負傷者がきっと出たに違いない｡相撲を見るの
も命がけだが,当時はそれを慣習として受け入れていたのかもしれない｡
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(7) 『東京風俗志(下)』 (平出著)
この本は明治35年に出版されているが,次の記述に見るように,纏頭は
当時の慣習である｡この引用は,現代版の『東京風俗志(下)』 (2000年)
のものである｡
｢相撲に熱心なる観客には,心を寄する魚層相撲あれば,これが勝
つ時には,拍手喝采に止まらず,羽織を脱ぎ,煙草入れを取って投げ
つくれば,人気多き力士の勝ちし時には, -一時纏頭の土俵に堆く積ま
るることあり｡｣ (pp.160-162)
(8) 『風俗画報』 (第379号)
明治41年1月場所7日目に太刀山と両国の対戦があり,両国が勝った｡
｢満場割れんばかりの大喝采,帽子外套は土俵を埋めたり｣ (p.15)
これには纏頭のことしか記述されていないが,おそらく,座布団や煙草
入れなども投げられたに違いない｡
(9) 『東京朝日新聞』 (明治41年5月20日), ｢座布団の雨｣の見出し｡
｢高見山が梅ヶ谷を打っ乗った時にはあたかも雷の鳴りはためくよ
うな喝采で,場内総立ちになって座布団を土俵臼がけて投げ付ける者
数知れず,近年まれなる騒擾であった｣
大番狂わせに座布団が投げられている｡この記述には投げ纏頭のことは
言及されていないが,おそらく,投げ纏頭も投げられているであろう｡と
いうのは,その右横に｢千年川の大手柄｣の見出しで,次のような記事が
あるからである｡
｢前日,横綱を危地に陥らしめた千年川は大関駒ケ練をコロリと投
げて,東方の退勢を一一字に挽担=ノたのは素晴らしい手柄で満場破れる
94
ばかりの大喝采で,纏頭の帽子が土俵の上へ降って来た｡壮絶快絶コ
ンナことがなければ相撲は面白くない,千年川万歳｣
開館前には投げ纏頭は当然だったが,座布団投げも当然だったのである｡
面白いことに,投げ纏頭はすでに開館前に禁止されていた｡これは『東京
朝日新聞』 (明治41年5月20日)の記事で確認できる｡
｢自称相撲通は力士名を取り違えて叫んだり,投げ纏頭の厳禁を忘
れて羽織や帽子を投げ出し,後から持って礼に行くと風の悪い客は俺
が景気をつけてやったと腹でくくって,若者に自分の名をいわずに俺
だと言ってくれ,帰りがけに行くからなどと大風呂敷を広げてびた一
文も出さぬ奴が出てくる｣
投げ纏頭は国技館開館と同時に禁止されたように思われているが,実際
は明治41年当時もすでに禁止されていたのであるtこう)｡投げ纏頭は禁止され
ていたがあまり守られていなかったので,開館時に改めて禁止令を出し,
取締りを強化したということであろう｡
5.国技館開館後
明治42年6月に国技館が開館したとき,投げ纏頭を禁止した｡物を投げ
る行為は悪しき慣習であり,新しい入れ物にはそぐわないと判断したから
であろう｡最も気にしていたのは,皇族や外国人の観戦だったようだ｡投
げ纏頭にしても物投げにしても,低俗な見苦しい行為なので,皇族や外国
人にそれを見せたくなかったらしい｡ところが,観客は慣習を簡単に諦め
きれず,投げ纏頭は別としても,物投げはなかなか止められなかった｡そ
の様子を当時の新聞記事や文献などで見ていくことにしよう｡
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(1) 『東京日日新聞』 (明治42年6月8日,三日目)
常陸山と太刀山の対戦で,太刀山が勝った｡観客はこの番狂わせに興奮
し,物を投げている｡ ｢危険な投げ纏頭｣の小見出しで,次のように記述
している｡
｢かかる破天荒の番狂わせに桟敷階段席は帽子布団等雨と降りしが,
中には煙草盆,盃,正宗の壕など投げ付けるものもあり｡それがため,
(中略,怪我をした二名の住所,氏名,年齢に記載がある)は前額に
一寸ほどの裂傷を負わされ全癒までには一週間を要すべく,また上京
中なる(中略,怪我をした一名の住所,氏名,年齢に記載がある)も
足部に負傷し,いずれも救護所にて岩倉医師等に応急手当を受けた
り｣
投げ纏頭と物投げは禁止されていたが,その慣習を簡単に止められない
観客もいて,番狂わせの取組では物投げをしている｡煙草盆や瓶を投げる
者さえいる｡そのような物を投げれば,負傷者が出るのは当然である｡実
際,負傷者が数人出てしまい,協会も対策を講じなければならなかった｡
協会は四日目(6月9日)に,対策の一つとして次の注意事項を紙に書い
て四本柱に張り出している｡
｢其筋の御達に附物を投る事かたく御断り申侯｣
この注意事項の｢附物｣とは何かという人がいて, ｢纏頭の事よ｣と真
面目に応える滑稽漢もいたと記事の中にユーラスに書いている｡これは,
もちろん, ｢言葉遊び｣を楽しんでいる｡ちなみに,これは｢其筋の御達
に附,物を投る事かたく御断り申候｣とすると,わかりやすい｡この張り
出しがどの程度功を奏したのかはわからない｡
(2) 『東京日日新聞』 (明治42年6月9日, 4日目)
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三日日に負傷者が出たこともあり,物投げをさせないように,館内に警
官を増員している｡ ｢場内の警戒｣の小見出しで,次のような記事がある｡
｢前日常陸と太刀との番狂わせは幾多の狂漠を出して危険を感ぜし
めたるより本所署にては協会の根岸を招きて観客に対し決して物を投
る事なき様注意を命じ三日目迄は場の内外取締の警官30名なりしをfJ_LJ
日日には特に非番巡査を招集して80名とし階上階下に配置し且つ平服
巡査十数名を出して観客中に入れ置く事とし若し器物など投げ付くる
者あれば遠慮なく拘引して重く処罰する事にし署長以下各警部出張指
揮つつあり｣
(3) 『東京口日新聞』 (42年6月10日,五日目)
警官を増員して警戒したにもかかわらず,四日目にも物投げがあったた
め,五日目にはさらに警官を増員した｡ ｢角狂に注意せよ｣の小見出しで,
次のような記事がある｡
｢本所署にては既報の如く四日目には投げ纏頭に対し厳重に取締を
なしたるにも拘らず駒ケ獄と鳳の勝負の際またも蒲団空瓶等を雨露の
如く投げ散らしたるより出張の警官は暴行者として(中略｡住所,氏
名,年齢の記載がある)の十一名を拘引し夫々拘留処分に附したるが
同署には館内に貴賓席あるより万一一同席へ器物の飛び行く如きありて
は恐れ多しとて九日目より非番巡査総員を派遣し暴行者は容赦なく検
挙する由｣
(4) 『東京日日新聞』 (42年6月11日,六日目)
投げて危険なものは携帯を禁止したり,館内の売店で売らないようにし
たが,瓢箪酒は許すことにした｡瓢箪なら,万一投げても危険でないから
である｡新聞では｢瓢箪酒は無事｣の小見出しで,次のような記事がある｡
｢角狂中には思い切った事をするものあり｡殊に三階四階の観客に
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其の最も甚だしきを見る｡されば投げ物の警戒もこの方面にのみ専ら
行われて警官の注目する所となれり｡六日目よりは其の筋の注意によ
りて三階と四階とにはビール,ラム子,サイダー,コップなど投げて
危険なる物品は一切携帯または売り付くる事を禁止したるが,協会に
ては若し酒を飲まんとならば瓢箪人として持参するだけは差支えなき
事としたり｡されど別項にも記せし如く中売りさえ立ち往生するくら
いなれば到底平民席にては酒を飲みつつ自由に観覧する事は出来ま
じ｣
(5) 『東京日日新聞』 (明治42年6月11日,六日目)
国見山と大の川の対戦で,大の川が勝った｡この番狂わせに座布団を投
げる客がいたので,警官が出動し,投げた人を取押えている｡
｢是当日第一の番狂わせなりし｡観客は総立ちとなりぬ｡二枚の座
蒲団は4階より飛び乗れり｡巡査は馳せ行きてくだんの角狂を取り押
さえたり｡｣
(6) 『東京日日新聞』 (42年6月13日,八日目)
警官を増員して警戒しても,まだ物を投げる観客がいるので,さらに増
員するという｡ ｢憲兵の警戒｣の小見出しで,次のような記事がある｡
｢本所署にては場内取締のため毎日の如く巡査を増員し殊に平服巡
査60名を観客席に入れ乱暴または物を投げるなどする者あれば直ちに
取押え様にし警視庁刑事課の烏谷警部外数名も見物かたがた警戒に来
りたるが八日目は午前中より数名の憲兵場の内外を取締りおり殊に九
日目は日曜なれば兵卒の来観も多かるべしとて猶憲兵を増発する都合
なりと｣
(7) 『万朝報』 (明治43年1月14口)
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昨年(つまり明治42年),国技館開館の6月場所中,番狂わせのあった
取組で興奮した観客が物を投げたので,今年の1月場所ではそれを止めさ
せるため,制服警官だけでなく私服警官も館内に入れて取り締まるという｡
｢警察の警戒｣の小見出しで,次のような記事がある｡
｢昨夏場所常陸,太刀の勝負のとき,三階四階より器物を投げ負傷
者数名を出したるを以って,今年は正私服巡査百余名入場,警戒を厳
にし,乱暴者は容赦なく引致処分するはず｣
館内の厳重な取り締まりについては『毎夕新聞』 (昭和43年1月14日)
にもっと詳しい記事がある｡見出しは｢国技館の警戒｣となっている｡
｢今日は大相撲の初日なるより本所署に於いては昨年観客が桟敷よ
り蒲団火鉢等を投げ乱暴を働きしを思い合わせ,右様の事なき様,厳
重に警戒する事とし,警部2名,正副巡査40名,角袖巡査60名を3,
4階に配置し乱暴者ある時は直ぐに取押え容赦なく処分すると云う｣
いかに広い国技館と言えども, 100余名の警官導入は是が非でも物投げ
を止めさせたいという協会や警察の意気込みが感じられる｡厳重な警戒の
ため,この1月場所は物投げが少なくなったらしい｡
(8) 『東京日日新聞』 (明治43年6月10日,七日目)
座布団や煙草入れではなく,鮪を投げて捕まった観客もいる｡新聞では
｢三階から鯖を投げる｣の′ト見出しで,次のような記事がある｡
｢六日目午後一時頃(住所,氏名,年齢の記載あり)は泥酔して三
階より鮪を土俵へ投げ付けしを警官に認められ本所署へ引致され目下
取調べ中｣
酔っているとは言え,食べ物を投げることから判断して物を投げる行為
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は慣習として身についていたようである｡止めさせるには,見せしめのた
め,検挙も止むを得なかったかもしれない｡
(9) 『東京日日新聞』 (明治44年6月17日, 7日目)
警官の取締りが功を奏し,物投げはあまり見られなくなったが, 7日日
には布団を投げて捕まった観客がいる｡ ｢蒲団飛ぶ｣の小見出しで,次の
ような記事がある｡
｢大鳴門と十三の浦の勝負にて束酒の後ろより蒲団を放り,または
尻を捲って叩きし男あり｡警官仰々しく三名も出張して証拠の蒲団を
押収して,詰め所に同行する｡ (後略)｣
『万朗報』 (明治44年6月17日)にも｢布団が飛ぶ｣の小見出しで,次の
ように書いてある｡
｢大兵十三の浦が行司溜りへ落ちた時には珍しくも布団が飛んで土
俵へ4, 5枚, 1枚は友綱の頭に当る｡巡査が制止しようと飛び出す
トタン,剣が友綱の横頬へボカリ,流石の友綱怒ることもならず苦笑
していた｣
布団が飛んだのは｢珍しい｣とあるので,物投げ禁JHま観客に浸透して
いたようだ｡警官を館内に入れ,取締りを強化したこともあり,物投げは
かなり少なくなったが,やはりその慣習はなかなか抜け切れていない｡
6.大正時代以降
布団投げは大正時代,昭和時代になっても依然として続いている｡座布
団投げの禁止はまだ解除されていないはずだが,観客は相撲文化の･つと
して受け継いでいたようだ｡大正時代以降戦前まで,座布団投げに関して
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記述してあるものをいくつか見てみよう｡
(1) 『中外商業新聞』 (大正10年5月場所, 3日目(5月17日))
｢蒲団の雨,瓶の薮一琴ケ浦勝って観衆泣き,栃木偶然として只溜息｣
の見出しがあり,その中で取組の内容,観客の興奮,両力士の様子が記述
されている｡さらに, ｢蒲団を投げた者の二人だけ｣の小見出しがあり,
次のような記事がある14)｡
｢三日目の結び角力の栃木と琴の取組は別項の如く琴が常勝将軍に
砂を掴ましたので,場内すっかり熱狂し,警官の制止も聞かばこそ蒲
団,密相の皮など土俵をめがけて投げ飛ばした｡その中で二人(住所,
職業,氏名,年齢などを記載)だけを取押え,今後の見せしめのため
五日間の拘留に処せられることとなったが,他は悉く逃走してしまっ
た｡｣
(2) ｢大相撲太平記(26)｣ (『相撲画報』)
昭和3年春場所6日目の様子を次のように書いている｡
｢館内にはもの投げがはやり,桟敷の客はあたまを抱えて戦々
恐々｡｣ (p.41)
この記事は短いが,昭和3年の頃,物投げが｢はやって｣いたことがわ
かる｡いつの問にか,物投げが復活している｡しかも,布団だけでなく,
食べ物のみかん類も投げている｡物投げは土俵だけでなく,特定の観客に
も向けられている｡これは物投げの延長だが,モラルの問題である｡たと
えば,春場所初口に相撲観戟に来た柳橋の芸者たちに向けて,観客の中か
らみかんが投げつけられている｡
｢場内の色どりはなんといっても春の出の衣装をきかざって桟敷に
ならん柳橋の芸者たちだった｡ところがそれをめがけて二階･三階達,
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ミカンのつぶてを雨のように降らせたからたまらない｡美形5, 6人
は大切な晴れ着をミカンのしみだらけにして逃げだすしまつ｡｣ (『相
撲画報』の｢大相撲太平記(26)｣, p.41)
この情景を目の当たりにし,協会がどのような処置をしたのかはわから
ない｡芸者たちは大事な着物を汚されるだけでなく,逃げ出しているが,
泣き寝入りをしたのだろうか｡協会は苦笑しながら黙認したかもしれない｡
特定の観客をターゲットにして物を投げているが,特定の人たちをターゲ
ットに嫌がらせの物投げをたびたびやっていたかどうかは　分からない｡
(3) 『野球界』 (相撲号,昭和5年4月号)
｢蒲団の雨が降る｣という見出しの中に｢フトンが両あられと降る｣と
いう次のような記事がある｡
｢朝潮と常の花! !横綱と小結の立会いである｡(中略)朝(潮:NH)
が勝った刺那,二階三階から,土俵めがけてフトンが雨あられと降っ
た｡これを制止することが出来ない相生警察署の無能ぶりは天下の物
笑いとなった｡｣ (p.81)
観客を取り締まるために警官が館内に待機していたが,番狂わせに座布
団投げがあり,それを防げなかったことを茶化して書いてある｡そのよう
な情景は現在でも同じである｡座布団投げは決して奨励されているわけで
はない｡むしろ禁止されている｡番狂わせに座布団を投げるのは一つの風
物詩だが,昭和5年にも同じ風物詩があったことをこの記事で確認できる｡
延々と続いている風物詩の-こまである｡
(4) 『相撲』 (加藤著)
昭和14年春場所4日目に双葉山と安芸海の対戦があり, 69連勝中の双葉
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山を安芸海が破った｡
｢安芸の海が勝った瞬間,鉄傘下は文字通り火薬庫の爆発,怒鳴る,
叫ぶ,矯声,歓声,歎声,布団が飛ぶ,みかんが飛ぶ,時ならぬ暴風
が館内を席巻,男女の川,鹿島洋を叫ぶ呼出しの声も何もすべてが打
ち消されて興奮の渦,敗れた双葉はすでにひきあげた｡安芸の海はし
ばし呆然,緊張して蒼白の顔面に式守伊之助の勝ち名乗りをうけ,布
団の雨も気づかぬらしく結びの一番出場の鹿島洋に震える手で力水を
与えて,しばし西土俵控えの場所へドッカリ落ちついた｡｣ (pp.437-
438)
7.おわりに
現在,座布団投げは相撲文化の･つだと言ってもよい｡それが始まった
のは少なくとも宝暦年間(1751-1764)である｡座布団投げは最初から座
布団投げがあったのではなく,投げ纏頭の延長として始まっている｡すな
わち,纏頭を投げるのが主だったが,それに交じって座布団投げも行われ
た｡したがって,相撲の物投げは勧進相撲が始まった頃からすでに存在し
ていた可能性がある】5'｡ただ文献で確実に確認できるのは天明年間である｡
投げ纏頭と異なる物投げ(つまり座布団投げ)は明治42年,投げ纏頭その
ものが禁止されてから,脚光を浴びるようになっている｡
明治42年の国技館開館までは土俵に物を投げるのは｢纏頭｣が主であっ
た｡したがって,投げ纏頭は日常的なことであり,珍しい慣習ではない｡
しかし,番狂わせがあると,その喜びを表現するのに,観客は身近なもの
を投げた｡これを黙認してきたために,番狂わせだけでなく,物言いや差
し違えなどがあったときも,物を投げるようになり,それがいつの間にか
慣習になってしまった｡したがって,物を投げる行為は観客の意思表示で
あり,喜びの場合もあれば,不満の場合もある｡ケースバイケースである｡
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投げ纏頭を禁止する前に,物を投げる慣習はすでにでき上がっていたと
言ってよい｡明治42年に投げ纏頭を禁止したとき,それは意外とすんなり
受け入れられているが,物投げだけはそうでもない｡物投げを防ぐために
警官を館内に入れたり,注意事項を紙に書いて四本柱に張り出したり,蒲
団を2, 3枚縫って切れ離せないような工夫をしたりしているが,それで
も物投げを防ぐことはできなかった｡番狂わせのような取組で興奮すると,
観客は物を投げるという慣習を捨て切れなかったのである｡
投げ纏頭の禁止だけでなく,いかなる物投げも一切禁止され,それは現
在でも生きているはずだが,現在でも物投げは一向に止まない｡最近では,
番狂わせだけでなく,話題を呼ぶ取組でさえあれば座布団を投げる観客も
いる｡これは座布団投げの変化である｡番狂わせ,差し違え,物言いなど
で物は投げられていたが,最近では,ときどき,マスコミで取り上げられ
る好取組であれば,結果に関係なく物投げが行われている｡これが定着し
ていくか,単に･一一一時的なものなのかは長い目で見るしかないであろう｡
投げ纏頭は明治42年以降禁止されているが, ｢呼出し覚書一代記(第13
回)｣ (『相撲』 (平成9年11月号))に述べてあるように,その名残は戦前
までも見られる｡
｢巡業先では,お客さんが力士の廻しの所へご祝儀を入れてくれる｡
お客さんがご祝儀を入れる際には体をパンと叩くのだが,パンと叩か
れたら痛いと言わないで,ゴッツアンデスと言う人もいた｡巡業だけ
でなく,本場所でもよく見られた風景だが,お客さんは,自分の魚層
のお相撲さんが取組を終えて引き揚げるとき,そのお相撲さんに向か
って,羽織を投げたり,帽子を投げたりした｡お相撲さんは,後から
それを返すのだが,本人自身が行くか,付け人を返しにやる｡ 『どう
も,ありがとうございます』羽織なり,帽子なりを持って行くと,祝
儀をくれる｡｣ (p.129)
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この巡業は昭和10年代,朝鮮半島や満州で行ったものだが,本土の地方
巡業でも同じ光景が見られたに違いない｡本場所では,土俵を目がけた投
げ纏頭はないが,力上本人に羽織や帽子を投げていることである｡これは,
以前の投げ纏頭とまったく同じである｡堂々と行うのは禁止だったが,花
道の投げ纏頭は黙認ということだったかもしれない｡この黙認の｢投げ纏
頭｣も戦後の本場所では見られなくなった｡
昭和10年代,本場所の花道で羽織や帽子投げが見られたという記述は何
かの勘違いかもしれないと思ったので,確認のため著者の初代立呼出し寛
吉に電話で尋ねてみた(2006.10.14)｡やはり間違いないことがわかった｡
感謝の気持ちを表すのに,羽織や帽子など身近のものを本人に渡していた
のである｡
注
1)本稿をまとめる際,相撲趣味の会の野中孝一▲氏にお世話になった｡メール交換
しながら,ご意見を頂戴した｡ここに,改めて感謝の意を表したい｡
2)たとえば, 『江戸時代大相撲』 (古河君, pp.165-166)に谷風と佐野山の取組が
講談風に描かれ,その中に纏頭の話が出てくる｡寛政以前の纏頭の慣習を知る資
料として非常に役立つが,話しの基になる出典は明治時代に書かれたものである｡
これは過去を想像して書いたもので,問接資料にはなるが直接資料にはならない｡
3)これと同じような記述は, 『大相撲評判記』 (小島著, p.67)にもある｡
4)歴史的に有名な番狂わせをリストアップした資料としては,たとえば, 『なんで
も七傑』 (三宅著, pp.73-81), 『剛支相撲の歴史』 (別冊『相撲』秋季号,昭和52
年10月, pp.58--59), 『大相撲』 (昭和60年1月P,-, pp.122123)などがある0
5)戦前までは｢座布川｣の代わりに｢蒲団｣とか｢布団｣が頻繁に使われている｡
｢座布団｣は明治時代でもすでに使われていたのに,相撲ではその言葉はあまり使
われていない｡
6) 『相撲今昔物語』は『新燕石十種第四』 (早川(編),人正2年)に所収されてい
るが,この話は｢巻之二｣にある｡また, 『相撲講本』 (花坂･桝失, pp.696-698)
にも　-部抜粋がある｡
7)これは『日本何語大辞典』 (第二版,第十巻, p.1263)に記されている｡
8)これは軽口咽にあるらしいが,その出典は確認できなかった｡ 『日本相撲史』(川
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端著)にあるものをそのまま引用する｡
9) 『江戸時代大相撲』 (古河著, pp.165-166)に天明から寛政にかけて谷風と佐野
山の取組があり,谷風がわざと負けて,佐野山に纏頭が行く講談風物語がある｡
この物語には纏頭の話が出ているが,講談が明治時代に書かれたものなので,纏
頭の存在を示す確実な資料にはならない｡纏頭があったことは他の資料から確認
できるが,明治時代に推測で書いたものは寛政年間の直接資料にはならない｡当
時の資料に書いてあることが重要である｡
10)相撲に関する川柳や俳句は,たとえば『日本相撲史』 (酒井著, p.132), 『大相
撲昔話』 (日本文化出版社, pp.78-79), 『大相撲評判記』 (小島著, p.67)などで
も見られる｡
ll)明治の投げ纏頭や物投げについては『相撲,国技となる』(風見著, pp.112-150)
が非常に詳しい｡明治の新聞の資料を活用し,具体的に説明している｡
12)同様な記述は『日本相撲史(中)』 (酒井著, p.150)にもある｡
13)投げ纏頭をいつ禁止したかはまだ確認していない｡
14)この記事の存在は『大相撲グラフティ』 (景山編著, pp.124-125)で知り,国会
[1Xl書館の『中外商業新聞』で直接確認した｡
15)たとえば,享保20年(1735) 4月の相撲で扇子を投げたことが資料で確認でき
れば,当時すでに物投げがあったことになる｡また,勧進相撲は享保以前から行
われていたので,享保以前から纏頭だけでなく物投げがあったとしても不思議で
はない｡
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